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４　作業が終わったら

１　作業後の手入れ

 注 意

●	作業後の手入れをするとき、傾斜地や凹凸地

または軟弱地などで行うと、トラクタや作業

機が不意に動き出し、事故を起こす事があり

ます。平坦で地盤のかたい所で行ってくださ

い。
●	作業後の手入れをするとき、エンジンをとめ

ずに、あるいは駐車ブレーキをかけずに行う

と、思いがけない原因で作業機が駆動し、あ

るいはトラクタや作業機が動き出し、ケガを

する事があります。エンジンをとめて、駐車

ブレーキをかけて行ってください。
●	機械の調整や、付着物の除去などを行うとき、

ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業する

と、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっていることを確かめて行ってく

ださい。
●	３点リンクで作業機を持ち上げて点検・調整

を行うとき、第三者の不注意により、不意に

降下し、ケガをする事があります。

	トラクタ３点リンクの油圧回路をロックして

行ってください。

１.	ボルト、ナット、ピン類のゆるみ、脱落がないか、

また、破損部品がないか確認してください。

	 異常があれば、ボルトの増し締め、部品の交換

をしてください。

２.	「5-1 点検整備一覧表」、 「5-3 主要消耗品一覧

表」に記載の項目について点検してください。

３.	各部の給油箇所は「2-3 給油箇所一覧表」に基

づき給油してください。

４.	ＰＴＯ軸、 ＰIＣ軸、ジョイントスプライン部

など、塗装されていない露出部は、 さびを防ぐ

ためグリースを塗布してください。

２　トラクタからの切り離し

 危 険

●	パワージョイントを外すとき、エンジンをと

めずに行うと、思いがけない原因でパワー

ジョイントが回転し、ケガをする事がありま

す。エンジンをとめて行ってください。

 警 告

●	作業機を切り離すためにトラクタを移動させ

るとき、トラクタと作業機の間に人がいると、

挟まれてケガをする事があります。

	トラクタと作業機の間に人を近づけないでく

ださい。

 注 意

●	作業機をトラクタに着脱するとき、傾斜地や

凹凸地または軟弱地などで行うと、トラクタ

が不意に動き出し、事故を起こす事がありま

す。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	作業後の点検を怠ると、機械の調整不良や破

損などが放置され、次の作業時にトラブルを

起こしたり、ケガをする事があります。

	 作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検

を行ってください。
●	作業機をトラクタに着脱するとき、エンジン

をとめずに、あるいは駐車ブレーキをかけず

に行うと、思いがけない原因でトラクタや作

業機が不意に動き出し、事故を起こす事があ

ります。エンジンをとめて、駐車ブレーキを

かけて行ってください。

１.	標準３点リンク直装タイプの切り離し

 ①	スタンドを装着してください。

取扱い上の注意

	 スタンドキャスタのストッパが解除されてい

ることを確認してください。（ストッパを効か

せた状態でトラクタから切り離しするとス

トッパの効きが弱くなる恐れがあります）

 ②	トラクタの油圧レバーを操作しスタンドが地面

に接するまでフレールモアをさげてください。

 ③	トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレーキをか

けてください。

 ④	ＰＴＯ軸からパワージョイントを外してくださ

い。

 ⑤	トップリンク、右ロワーリンク、左ロワーリン

クの順でトラクタから切り離してください。



- 21 -

２.	日農工標準オートヒッチ３Ｓタイプの切り離し

 ①	スタンドを装着してください。

取扱い上の注意

	 スタンドキャスタのストッパが解除されてい

ることを確認してください。（ストッパを効か

せた状態でトラクタから切り離しするとス

トッパの効きが弱くなる恐れがあります）

 ②	トラクタの油圧レバーを操作しスタンドが地面

に接地しない程度にフレールモーアをさげて

ください。

 ③	トラクタＰＴＯ軸からパワージョイントを外し

てください。

 ④ オートヒッチフレームのレバーを解除の位置に

してください。

 ⑤	トラクタの油圧レバーを操作しスタンドが地

面に接するまでフレールモーアを静かにさげ、

オートヒッチフレーム下部のフック部がロワー

リンクピンから外れていくのを確認しながらト

ラクタをゆっくり前進させてください。

 ⑥	トラクタの油圧レバーを操作し、オートヒッチ

フレームを下までさげて、トラクタのエンジン

をとめ駐車ブレーキをかけてください。

 ⑦	オートヒッチフレームからトリップリンクを外

し、オートヒッチフレームの上部が接地するま

で後方に倒してください。

 ⑧	右側のロワーリンクを外した後、左側のロワー

リンクを外してください。

３.	日農工標準オートヒッチ４Ｓタイプの切り離し

 ①	スタンドを装着してください。

取扱い上の注意

	 スタンドキャスタのストッパが解除されてい

ることを確認してください。（ストッパを効か

せた状態でトラクタから切り離しするとス

トッパの効きが弱くなる恐れがあります）

 ②	オートヒッチフレームのレバーを解除の位置

にしてください。

 ③	トラクタの油圧レバーを操作し、スタンドが地

面に接するまでフレールモアをさげ、オート

ヒッチフレーム下部のフック部がロワーリンク

ピンから外れていくのを確認しながらトラクタ

をゆっくり前進させてください。

 ④ トラクタの油圧レバーを操作し、オートヒッチ

フレームを下までさげてトラクタのエンジンを

とめ、駐車ブレーキをかけてください。

 ⑤	トラクタＰＴＯ軸からパワージョイントを外し

てください。

 ⑥	オートヒッチフレームからトップリンクを外

し、オートヒッチフレームの上部が接地するま

で後方に倒してください。

 ⑦	右側のロワーリンクを外した後、左側のロワー

リンクを外してください。

３　長期格納するとき

１.	機体各部の清掃をしてください。

２.	摩耗した部品、破損した部品は、交換してくだ

さい。

３.	「2-3 給油箇所一覧表」に基づき、油脂を補給

してください。

	 また、回転、回転支点およびパワージョイント

のクランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴ

Ｏ軸、ＰＩＣ軸、パワージョイントのスプライ

ン部にはグリースを塗布してください。

４.	塗装損傷部は補修塗装、または、油を塗布し、

さびの発生を防いでください。

５.	格納は風通しの良い屋内に保管してください。


